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●
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
中
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
な

ど
が
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
。

■
主
な
改
正
点

・
医
療
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介

護
給
付
金
分
そ
れ
ぞ
れ
の
、
基
礎
課
税

分
の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
。

　
　

５
割
・
２
割
軽
減
の
軽
減
判
定
基
準

額
を
そ
れ
ぞ
れ
拡
大
す
る
も
の
。

●
町
税
条
例
中
改
正

　
　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

等
が
平
成
27
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
。

■
主
な
改
正
点

・
た
ば
こ
税
の
軽
減
税
率
の
変
更
に
伴
う

も
の
。

●
町
介
護
保
険
条
例
中
改
正

■
主
な
改
正
点

・
地
域
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保

を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
介
護
保
険
法

の
改
正
に
伴
い
、
条
例
で
定
め
る
た
め

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

●
町
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

　

条
例
中
改
正

■
主
な
改
正
点

・
第
一
簡
易
水
道
の
給
水
区
域
を
樋
田
地

区
ま
で
拡
大
し
、
同
地
域
へ
の
安
全
で

安
定
し
た
飲
料
水
の
供
給
を
図
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

●
町
税
条
例
等
中
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
な
ど

が
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
。

■
主
な
改
正
点

・
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
に
関
す
る
法
律
、
い
わ
ゆ
る

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
」
の
導
入
に
伴

い
、
町
税
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

・
町
税
の
減
免
申
請
期
限
を
現
行
の
「
納

期
限
前
７
日
」
を
「
納
期
限
前
１
日
」

に
改
正
す
る
も
の
。

・
平
成
27
年
度
以
降
の
軽
自
動
車
税
に
係

る
軽
減
特
例
を
一
年
延
期
す
る
も
の
。

●
町
都
市
計
画
税
条
例
中
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等

が
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
町
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
を
改
正
。

　

平
成
27
年
度
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
19
日
ま
で
の
17
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
専
決
処
分
の
承
認
８
件
、
条
例
改
正
６
件
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
10
件
な
ど
、

23
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

条例の改正・６件条例の改正・６件条例の改正・６件
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一般会計補正予算一般会計補正予算

収入支出の補正額は

補正額　322万円
総　額　84億7,681万円

地方交付税 △ 318 万円
国庫支出金 　 232 万円
県支出金 371 万円

収
入
の
お
も
な
内
訳
は

 商工費

神明の花火大会町花火打ち上げ委託料追加

 300 万円

 土木費

設計委託料追加 345 万円

 教育費

市川大門町民体育館受水槽ポンプ取替工事費  

 99 万円

  民生費

子育て支援医療費助成金追加 648 万円

訪問看護ステーション西八代特別会計操出金

 630 万円

つむぎの湯修繕費追加 651 万円

重度心身障害児ほほえみ応援金支給事業

 81 万円

　衛生費

ドクターヘリ離着陸場新設工事費 650 万円

簡易水道特別会計操出金追加 942 万円

おもな使いみち

平成 2 7 年度平成 2 7 年度

（万円未満は四捨五入）

道路拡幅　矢作地区
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報告報告 質疑の一部を
要旨のみ掲載します

問　

た
ば
こ
増
税
に
よ
り
、
平
成

28
年
度
に
は
ど
の
位
の
増
収
が
見

込
ま
れ
る
の
か
。

石
原
税
務
課
長　

今
年
度
の
動
向

を
参
考
に
し
て
、
来
年
度
の
予
算

に
反
映
し
た
い
。

問　

本
年
度
消
火
栓
の
設
置
予
定

は
何
基
か
。

武
田
総
務
課
長　

18
基
を
予
定
し

て
い
る
。

問　

貯
水
槽
と
地
域
の
管
理
し
て

い
る
貯
水
池
が
あ
る
が
、
貯
水
槽

に
変
え
て
い
く
考
え
が
あ
る
の

か
。

総
務
課
長　

貯
水
池
は
、
地
元
消

防
団
が
年
に
１
度
泥
上
げ
等
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
調
査
を
し

た
上
で
改
修
を
し
て
行
き
た
い
。

問　

防
災
倉
庫
の
設
置
要
望
は
あ

る
の
か
。

総
務
課
長　

孤
立
対
策
の
八
之
尻

地
区
、
４
棟
を
計
画
し
て
い
る
。

他
に
下
大
鳥
居
地
区
か
ら
１
棟
要

望
が
あ
る
。

問　

町
費
負
担
教
師
の
賃
金
給
与

は
、
年
齢
や
経
験
で
違
う
の
か
。

薬
袋
教
育
総
務
課
長　

県
職
員
の

給
料
表
を
使
用
し
、
す
べ
て
同
じ

条
件
、
同
じ
単
価
を
使
用
し
て
い

る
が
、
通
勤
距
離
の
計
算
に
よ
り

違
い
が
生
じ
て
い
る
。

問　

町
内
小
中
学
校
に
お
い
て
の

現
在
及
び
今
後
の※

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

に
つ
い
て
は
。

教
育
総
務
課
長　

現
在
は
全
て
の

小
中
学
校
に
、
パ
ソ
コ
ン
を
配
備

済
み
で
あ
り
、
市
川
南
中
学
校
に

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
７
台
を
設
置
済

み
。
今
後
は
校
長
会
で
活
用
計
画

を
検
討
し
て
い
く
。

問　

介
護
保
険
条
例
の
改
正
で
予

算
減
と
な
る
が
補
助
金
の
内
訳

は
。

一
瀬
福
祉
支
援
課
長　

低
所
得
者

軽
減
強
化
事
業
に
は
、
新
た
に
公

費
が
投
入
さ
れ
、
負
担
割
合
は
、

国
が
１｜２
、
県
と
町
が
１｜４
ず
つ

で
、
こ
れ
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
る
も
の
で
あ
る
。

問　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

費
の
消
耗
品
の
追
加
内
容
は
。

内
藤
い
き
い
き
健
康
課
長　

座

卓
、
暖
房
器
具
、
靴
箱
、
一
輪
車

等
施
設
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
、
今

年
度
よ
り
３
年
生
ま
で
を
６
年
生

ま
で
拡
大
し
た
が
、
増
え
る
児
童

数
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長　

町
全
体
で

９
施
設
有
り
、
人
数
は
53
名
で
あ

る
。

問　

重
度
心
身
障
害
児
ほ
ほ
え
み

応
援
金
支
給
事
業
費
の
追
加
を

６
月
補
正
に
計
上
し
た
理
由
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長　

10
月
か
ら

は
じ
ま
る
、
子
育
て
支
援
医
療
費

助
成
に
合
わ
せ
た
結
果
で
あ
る
。

問　

児
童
福
祉
総
務
費
の
、
子
育

て
支
援
医
療
費
助
成
金
追
加
で

は
、
対
象
者
は
何
人
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長　

高
校
生
で

新
規
対
象
者
は
、
４
６
０
名
に
な

る
。

問　

つ
む
ぎ
の
湯
修
繕
工
事
の
予

定
は
。

塩
島
つ
む
ぎ
の
湯
所
長　

10
月

頃
。
３
週
間
程
度
休
業
を
予
定
し

て
い
る
。

問　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
場
新
設

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長　

現
在
、
計

画
通
り
進
ん
で
い
る
。

総 

務 

教 

育

開催日
6/8

厚 

生 

常 

任

開催日
6/11

※

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　

学
校
教
育
の
場
に
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
す
る
こ
と
。
具
体

的
に
は
、
電
子
黒
板
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
な
ど
を
用
い

た
教
育
を
指
す
。
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問　

現
在
の
簡
易
水
道
と
上
水
道

の
料
金
の
差
は
。

小
林
生
活
環
境
課
長　

基
本
料
金

で
は
、
簡
易
水
道
５
４
０
円
〜
９

２
０
円
に
対
し
、
上
水
道
は
１
，

０
３
０
円
。

問　

簡
易
水
道
の
料
金
値
上
げ
予

定
は
。

生
活
環
境
課
長　

平
成
25
年
度
に

値
上
げ
の
計
画
を
し
た
が
、
社
会

情
勢
・
経
済
状
況
を
見
る
中
で
見

送
っ
て
い
る
。
今
後
、
状
況
を
見

据
え
た
中
で
、
検
討
し
た
い
。

問　

道
路
橋
梁
費
の
設
計
委
託
料

追
加
の
内
容
は
。

保
坂
建
設
課
長　

矢
作
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
北
側
の
道
路
を
拡
幅
す
る

た
め
の
設
計
委
託
料
で
あ
る
。

問　

四
尾
連
水
源
と
旧
四
尾
連
水

源
を
接
続
し
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
の

確
保
を
。

生
活
環
境
課
長　

現
在
の
取
水
量

は
、
計
画
よ
り
19
立
方
不
足
に

な
っ
て
い
る
。
今
回
こ
れ
を
補
う

た
め
工
事
を
お
こ
な
う
。
併
せ
て

今
後
水
位
低
下
の
調
査
を
行
う
。

問　

長
野
県
富
士
見
町
の
下
水
道

施
設
よ
り
多
く
の
大
腸
菌
が
釜
無

川
に
放
出
し
た
と
の
報
道
が
あ
っ

た
が
、
本
町
に
影
響
は
。

生
活
環
境
課
長　

本
町
で
は
、
楠

甫
水
源
が
富
士
川
か
ら
取
水
し
て

い
る
が
、水
道
法
に
定
め
ら
れ
た
、

検
査
・
消
毒
を
し
て
お
り
飲
料
に

適
し
た
水
を
供
給
し
て
い
る
。

問　

将
来
的
に
簡
易
水
道
の
配
水

池
に
、
上
水
道
を
直
接
入
れ
る
こ

と
は
出
来
な
い
の
か
。

生
活
環
境
課
長　

簡
易
水
道
、
上

水
道
の
経
営
統
合
の
話
も
あ
り
、

今
後
整
備
計
画
の
な
か
で
検
討
す

る
。

問　

下
水
道
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
10
年
間
の
計
画
書
作
成
は
出
来

た
の
か
。

生
活
環
境
課
長　

現
在
作
成
中
で

あ
る
。

問　

下
水
道
の
進
捗
状
況
は
。

生
活
環
境
課
長　

普
及
率
は
流
域

関
連
公
共
下
水
道
は
82
・
６
％
、

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
は

90
・
８
％
、
全
体
で
は
84
・
２
％

で
あ
る
。

問　

大
同
地
区
、
鰍
沢
口
駅
前
の

下
水
道
工
事
の
計
画
は
。

生
活
環
境
課
長　

今
後
設
計
を
行

い
進
め
て
い
く
。

土 

木 

環 

境

開催日
6/16

常任委員会常任委員会

　

地
方
自
治
法
第
７
条
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

市
川
三
郷
町
と
富
士
川
町
と
の
境
界
を
山
梨

県
知
事
に
申
請
す
る
も
の
。

　
（
理
由
）

　

土
地
区
画
整
理
法
に
基
づ
く
、
市
川
三
郷
町
・

富
士
川
町
山
王
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行

に
伴
い
、
町
の
行
政
区
域
を
同
面
積
で
変
更

す
る
申
請
を
要
す
る
た
め
。

町
の
境
界
変
更
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問　

国
は
在
宅
医
療
、
在
宅
介

護
へ
と
転
換
を
進
め
て
い
る
。

本
町
で
の
対
応
は
。

町
長　

第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
、
高
齢
者
福
祉
計
画
で
、

平
成
30
年
４
月
を
目
標
に
、
関

係
機
関
と
連
携
し
検
討
を
始
め

て
い
る
。

問　

認
知
症
患
者
を
つ
く
ら
な

い
た
め
に
、
行
政
と
し
て
長
期

的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
が
。

町
長　

認
知
症
予
防
の
原
則
を

基
本
に
、
啓
発
の
推
進
、
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
、
サ
ロ
ン

や
集
い
の
場
の
充
実
等
、
関
係

部
署
、
機
関
、
組
織
と
連
携
し

実
施
し
て
い
く
。

問　

若
者
の
定
住
促
進
の
た
め

の
補
助
制
度
を
、
町
内
在
往
者

に
対
し
、
制
度
の
拡
充
を
。

町
長　

財
政
力
や
将
来
へ
の
負

坦
等
を
勘
案
し
、
早
急
に
検
討

し
て
い
く
。

問　

小
学
校
入
学
祝
金
制
度
を

発
展
さ
せ
る
中
で
、
小
中
高
校

入
学
時
に
、
入
学
準
備
貸
付
制

度
の
創
設
を
。

町
長　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で

行
っ
て
い
る
福
祉
金
庫
貸
付
制

度
６
万
円
、
県
社
会
福
祉
協
議

会
で
50
万
円
の
教
育
支
援
資
金

貸
付
制
度
が
あ
る
、
低
所
得
者

を
対
象
に
無
利
子
で
あ
る
。
こ

の
制
度
の
活
用
の
周
知
を
行
っ

て
行
く
。

問　

碑
林
公
園
の
活
性
化
の
た

め
、
著
名
な
書
道
家
の
碑
の
建

立
運
動
の
展
開
を
。

町
長　

建
設
当
時
か
ら
ご
尽
力

頂
い
た
拓
本
研
究
家
、
伊
藤
滋

先
生
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、
現
状

の
把
握
や
分
析
、
解
決
案
等
を

鋭
意
検
討
中
で
あ
る
。

問　

市
川
大
門
の
上
地
区
地
域

へ
の
下
水
道
本
管
布
設
工
事
計

画
を
示
せ
。

町
長　

水
質
障
害
対
策
に
よ
る

送
水
管
埋
設
地
域
が
遅
れ
て
い

る
。
受
益
地
の
圃
場
整
備
等
の

計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本

設
計
完
了
予
定
の
平
成
29
年
度

よ
り
進
め
て
い
く
。

問　

平
塩
５
号
線
を
活
用
し
た

住
宅
開
発
の
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

町
長　

計
画
延
長
３
５
０
ｍ
で

本
年
度
残
り
50
ｍ
を
施
工
し
、

来
年
度
以
降
舗
装
工
事
を
考
え

て
い
る
。
沿
線
は
、
農
振
農
用

地
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
投

資
効
果
等
も
あ
り
住
宅
地
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
地
権
者
の
意
向
調
査
や
環
境

整
備
の
手
法
、
財
政
的
な
負
担

等
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
検
討

し
て
い
く
。

一
般
質
問

医
療
制
度
が
変
わ
る
中

　
　

高
齢
者
を
支
え
る
体
制
を
！

一
瀬　
　

正 

議
員

―
―

関
係
機
関
と
連
携
し
、
新
体
制
を
構
築
し
て
い
く―

―



問　

第
４
期
障
害
福
祉
計
画

は
、
平
成
29
年
度
を
目
標
年
度

と
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
障

害
の
あ
る
人
の
地
域
移
行
や
、

一
般
就
労
へ
の
移
行
の
数
値
目

標
を
定
め
、
障
害
者
総
合
支
援

法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
必
要
量
お
よ
び
必

要
量
確
保
の
た
め
の
方
策
を
定

め
る
計
画
と
し
て
い
る
。

　

＊
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の

整
備
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長　

第
４
期
障
害
福
祉
計
画

は
、
今
年
４
月
よ
り
実
施
し
て

い
る
。

　

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整

備
は
、
国
の
基
本
指
針
に
従
い

本
町
に
お
い
て
も
障
害
者
の
高

齢
化
、
重
度
化
、
ま
た
親
な
き

後
を
見
据
え
、
県
や
峡
南
圏
域

各
町
と
調
整
し
て
い
く
。
目
標

達
成
の
方
策
に
は
、
町
単
位
で

の
整
備
は
困
難
で
あ
る
た
め
峡

南
圈
域
で
の
検
討
に
向
け
て
、

本
町
か
ら
提
案
し
て
い
く
。

問　

地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
本
町
単
独
で

は
不
可
能
な
の
か
。

一
瀬
福
祉
支
援
課
長　

本
町
の

規
模
で
は
、
１
ヵ
所
で
備
え
る

よ
う
な
機
能
は
、
新
し
く
整
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た

ニ
ー
ズ
等
の
問
題
が
あ
る
。
峡

南
圏
域
を
見
渡
せ
ば
い
ろ
い
ろ

な
機
能
が
あ
る
の
で
、
面
的
な

整
備
型
と
し
て
広
域
で
検
討
し

た
い
。

問　

障
害
者
も
高
齢
化
し
て
く

る
。
ま
た
、
見
て
い
る
親
た
ち

も
高
齢
化
し
て
く
る
。
こ
の
地

域
の
人
々
の
生
活
に
対
す
る
価

値
観
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

健
常
者
も
障
害
者
も
生
き
る
権

利
は
同
じ
。
管
内
に
は
い
ろ
い

ろ
な
事
業
所
や
組
織
が
あ
る

が
、
峡
南
５
町
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
進
め
て
も
ら

い
た
い
。

町
長　

峡
南
広
域
行
政
組
合
で

代
表
理
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
峡
南
５
町
で
の
協
力

を
で
き
る
限
り
発
信
し
て
い
き

た
い
。

いちかわみさと議会だより７

一
般
質
問 笠井　雄一 議員

――峡南圈域での検討に向け提案する――

第４期障害福祉計画
　　地域生活支援拠点等の整備を

＊
地
域
生
活
支
援
拠
点

　
　

地
域
に
お
け
る
障
が
い
者
の
生
活
支

援
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
機
能
を
集
約

し
た
拠
点



問　

来
年
１
月
か
ら
「
＊
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
」
が
導
入
さ
れ

る
。
制
度
の
周
知
に
関
し
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る

の
か
。
ま
た
、
情
報
管
理
に
つ

い
て
の
対
策
は
ど
う
か
。

町
長　

町
民
へ
の
周
知
に
つ
い

て
は
、
町
の
広
報
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
広
報
や
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
の

研
修
会
を
予
定
。
各
地
区
・
団

体
に
対
す
る
説
明
会
開
催
も
計

画
し
て
い
く
。

　

情
報
管
理
に
つ
い
て
は
、
総

務
省
の
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
情
報
管
理
手
続
き
に
則
り
徹

底
す
る
。

　

重
要
性
に
関
す
る
職
員
の
よ

り
一
層
の
意
識
向
上
を
図
る
。

　
　
　

問　

自
治
会
が
管
理
す
る
街
路

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
際
し
、
町
の

補
助
制
度
の
適
用
を
。

町
長　

現
在
、
町
の
「
街
灯
設

置
補
助
金
交
付
要
綱
」
で
は
、

自
治
会
が
街
灯
を
設
置
す
る
場

合
に
は
、
一
基
当
た
り
２
万
円

を
上
限
に
設
置
費
用
を
補
助
し

て
い
る
。
26
年
度
で
は
、
自
治

会
申
請
27
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で

設
置
し
た
。
今
後
は
、
既
設
の

街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
時
に
も
現
在

の
要
綱
で
の
補
助
対
象
と
す
べ

く
設
置
基
準
を
見
直
す
。

問　

国
民
健
康
保
険
の
健
全
性

確
保
の
た
め
、
医
療
費
抑
制
に

向
け
た
＊
後
発
医
薬
品
の
普
及

促
進
へ
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

後
発
医
薬
品
の
普
及
促

進
の
た
め
、
毎
年
、
新
年
度
用

被
保
険
者
証
の
送
付
時
に
啓
蒙

資
料
の
同
封
等
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
25
年
度
・
26
年

度
と
も
60
万
円
前
後
の
抑
制
実

績
が
あ
る
。
普
及
率
は
、
25
年

度
30
・
５
％
、
26
年
度
34
・
５
％

で
あ
る
。

芦
沢
町
民
課
長　

国
の
普
及
計

画
で
は
、
29
年
度
末
普
及
率
を

60
％
と
し
て
い
る
。
町
で
も
、

目
標
達
成
に
向
け
広
報
し
て
い

く
。

　

一
般
質
問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴
う

　
　

住
民
周
知
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は

髙 

尾　
　

貫 

議
員

―
―

各
地
区
説
明
会
・
研
修
会
開
催
を
計
画
す
る―

―
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＊
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　
　

国
民
一
人
ひ
と
り
に
12
桁
の
番
号

を
割
り
振
る
共
通
番
号
制
度
。
今
年

10
月
か
ら
番
号
が
国
民
に
通
知
さ

れ
、
来
年
１
月
か
ら
運
用
を
開
始
す

る
。
本
人
申
請
に
よ
り
個
人
番
号
・

氏
名
・
住
所
な
ど
の
情
報
が
入
っ
た

顔
写
真
つ
き
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ

る
。
順
次
活
用
範
囲
を
拡
大
し
、
行

政
手
続
き
の
簡
素
化
に
よ
り
、
国
民

負
担
の
軽
減
を
図
る
。

＊
後
発
医
薬
品（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

　
　

新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
よ
り
価
格
が

安
い
医
薬
品
。
新
薬
の
特
許
期
間
が
切

れ
た
後
に
、
他
の
メ
ー
カ
ー
が
製
造
す

る
薬
で
、
新
薬
と
同
一
の
成
分
、
効
能

を
持
つ
。
国
民
医
療
費
を
抑
え
る
有
力

手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

町
民
課
カ
ウ
ン
タ
ー



問　

土
石
流
、
地
す
べ
り
、
急

傾
斜
地
崩
落
地
域
が
多
く
存
在

し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
防

災
計
画
書
は
、
住
民
に
わ
か
り

や
す
く
、
現
状
に
即
し
た
も
の

に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

土
石
流
対
策
は
、
各
地

域
の
危
険
渓
流
が
指
定
さ
れ
て

い
て
、
県
発
注
工
事
に
よ
り
対

策
を
実
施
、
継
続
的
に
監
視
の

中
、
起
因
す
る
対
策
事
業
を
継

続
し
て
い
く
。

　

地
す
べ
り
危
険
地
域
工
事
は

主
に
六
郷
地
区
を
中
心
に
実

施
。
平
成
27
年
度
末
に
は
町
内

全
域
の
対
策
工
事
を
完
了
。
以

降
は
観
測
と
観
察
に
よ
る
安
全

管
理
を
行
う
。

　

急
傾
斜
地
対
策
は
、
崩
壊
の

危
険
性
の
高
い
地
域
を
中
心
に

対
策
工
事
を
継
続
的
に
行
っ
て

い
る
。
住
民
の
生
命
、
建
物
、

生
活
へ
の
影
響
が
大
き
い
特
別

警
戒
地
域
を
定
め
県
へ
の
要
請

を
行
う
。
警
戒
地
域
に
つ
い
て

は
現
状
の
把
握
に
努
め
て
い

く
。

問　

消
防
団
員
の
人
員
確
保
及

び
、
待
遇
改
善
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長　

新
入
団
員
加
入
が
困
難

な
地
域
（
分
団
）
は
、
消
防
団

活
動
の
補
助
を
担
う
消
防
活
動

協
力
員
制
度
を
検
討
す
る
。

　

魅
力
あ
る
消
防
団
づ
く
り
の

た
め
に
、
町
内
商
店
に
お
い
て

一
定
の
サ
ー
ビ
ス
の
優
遇
、
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
導
入
も
考
え
て

い
く
。

問　

防
火
貯
水
槽
、
消
火
栓
、

防
災
貯
蓄
倉
庫
の
設
置
計
画

は
。

町
長　

貯
水
槽
の
設
置
基
準

は
、
防
火
対
象
物
か
ら
半
径
１

４
０
ｍ
以
内
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
消
防
に
必
要
な
水
利
計
画

を
実
施
す
る
。

　

消
火
栓
は
、
昨
年
度
12
基
設

置
。
地
域
要
望
に
添
っ
た
設
置

を
し
て
い
く
。

　

防
災
倉
庫
は
、
設
置
基
準
は

な
い
が
、
現
在
孤
立
地
域
を
中

心
に
６
棟
設
置
し
て
お
り
、
防

災
拠
点
と
し
て
整
備
、
設
置
を

進
め
て
い
く
。

問　

分
団
活
動
費
、
出
動
手
当

の
増
額
の
考
え
は
。

町
長　

運
営
費
補
助
金
と
し
て

分
団
、
団
員
に
定
額
を
、
ま
た

出
動
手
当
は
一
回
に
千
円
を
交

付
し
て
い
る
が
、
団
員
の
確
保

を
図
る
施
策
の
中
で
、
増
額
を

検
討
し
て
い
く
。

いちかわみさと議会だより９

一
般
質
問

小 川 好 一 議員

――県との連携を深め適切な対応に努める――

防災設備の強化と具体的な計画は

（
顔
写
真
は
年
１
回
の
掲
載
で
す
）
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問　

食
生
活
習
慣
病
の
中
で
高

血
圧
が
最
も
多
い
。
要
因
と
し

て
、
塩
分
の
取
り
過
ぎ
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
良
い
食
生
活
の
教
育
が
必
要

と
考
え
る
が
。

町
長　

学
校
に
お
け
る
食
育
教

育
は
、
小
学
１
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
、
給
食
指
導
時
等

で
取
り
組
ん
で
い
る
。
児
童
生

徒
の
正
し
い
食
習
慣
や
、
食
生

活
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
啓
発

に
努
め
て
い
く
。

問　

山
梨
県
は
、
塩
分
摂
取
量

が
全
国
一
で
、
生
活
習
慣
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
が
そ
の
取

り
組
み
は
。

町
長　

生
活
習
慣
病
対
策
教
室

と
し
て
、｢

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室｣

｢

い
き
い
き
は
つ
ら
つ
貯
筋
教

室｣

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
も
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
事

業
と
し
て
、
町
民
一
丸
と
な
っ

て
、
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い

く
。

問　

行
政
管
理
栄
養
士
が
配
置

さ
れ
れ
ば
、
生
活
習
慣
病
予
防

対
策
が
進
み
、
特
定
健
診
や
栄

養
指
導
が
充
実
し
て
い
く
。
現

在
、
８
市
町
村
が
未
配
置
と

な
っ
て
い
る
が
配
置
の
考
え

は
。
ま
た
、＊
食
改
の
人
数
は
。

町
長　

栄
養
・
食
生
活
の
改
善

が
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防

と
重
症
化
予
防
の
徹
底
に
、
重

要
で
あ
る
。
管
理
栄
養
士
は
採

用
し
な
い
が
、
食
改
グ
ル
ー
プ

を
中
心
に
健
康
増
進
と
予
防
を

推
進
し
て
い
く
。

内
藤
い
き
い
き
健
康
課
長　

食

生
活
改
善
推
進
員
の
人
員
は
、

三
珠
30
名
、
市
川
41
名
、
六
郷

35
名
で
対
応
し
て
い
る
。

問　

町
内
の
地
場
産
業
を
総
合

的
に
学
び
、
体
験
し
、
啓
発
す

る｢

地
場
産
業
セ
ン
タ
ー｣

の
建

設
を
。

町
長　

本
町
は
、
全
国
に
誇
る

和
紙
、
印
章
、
花
火
や
大
塚
人

参
、
甘
々
娘
な
ど
が
あ
り
、
伝

統
産
業
に
は
、
三
珠
・
市
川
・

六
郷
と
そ
れ
ぞ
れ
の
産
地
が
あ

り
、
こ
れ
ら
を
１
ヵ
所
に
集
約

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

食
生
活
改
善
を
通
じ
た

　
　
　
　
　

町
民
の
健
康
づ
く
り
を

宮 

崎 

博 

巳 

議
員

―
―

健
康
増
進
と
予
防
の
観
点
か
ら
推
進
検
討
す
る―

―

＊
食
改

　
　

食
生
活
改
善
推
進
員
会
。
町
民
健

康
診
断
な
ど
で
手
作
り
の
試
食
品
を

提
供
す
る
な
ど
食
生
活
改
善
の
活
動

を
通
し
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
る

男
の
料
理
教
室



問　

甲
斐
岩
間
駅
の
東
側
の
土

地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
旧

六
郷
町
時
代
「
多
目
的
広
場
整

備
事
業
」
と
し
て
の
計
画
か
ら

継
続
し
、
質
問
し
て
き
た
。
見

直
し
言
及
は
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
の
進
展
状
況
は
。

町
長　

こ
の
土
地
の
利
用
計
画

は
旧
六
郷
町
で
計
画
さ
れ
、
慎

重
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
。

　

事
業
執
行
に
課
題
が
多
い
こ

と
か
ら
、
検
討
チ
ー
ム
を
作
り
、

本
年
３
月
に
遊
水
機
能
を
持
っ

た
多
目
的
広
場
と
し
て
の
方
向

性
を
決
め
た
。

問　

開
発
の
方
向
性
が
明
確
に

な
っ
た
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

町
長　

詳
細
設
計
を
作
る
段
階

に
お
い
て
、
用
地
の
取
得
で
協

力
が
得
ら
れ
る
か
が
大
事
。

　

少
し
時
間
は
か
か
っ
て
い
る

が
方
向
性
は
見
え
て
き
た
。

　

非
常
に
解
り
易
く
、
良
い
計

画
な
の
で
、
さ
ら
に
地
権
者
の

方
に
丁
寧
に
説
明
し
、
実
現
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問　

当
該
地
区
に
は
、
根
強
い

農
業
志
向
と
遊
水
機
能
維
持

と
、
二
つ
の
テ
ー
マ
が
存
在
す

る
。
多
目
的
広
場
計
画
が
で
き

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
地
域
住

民
へ
の
説
明
会
等
は
考
え
て
い

る
か
。

町
長　

地
元
の
方
々
の
協
力
を

得
ら
れ
る
か
、
そ
こ
を
見
計

ら
っ
た
上
で
、
説
明
会
な
ど
、

具
体
的
に
進
め
て
い
く
。　

いちかわみさと議会だより11

一
般
質
問 内 藤　  優 議員

――地域の合意形成を得て計画を進める――

甲斐岩間駅東側の土地利用計画の
　　　　　　　　　　　進展状況は
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の　報　告の　報　告
　

平
成
26
年
度
補
正
予
算
５
議

案
、
条
例
の
改
正
２
議
案
、
平

成
27
年
度
当
初
予
算
６
議
案
、

監
査
委
員
及
び
公
平
委
員
会
委

員
の
選
任
の
合
計
15
議
案
で
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
当
初
予
算
額

は
、
一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別

会
計
を
合
わ
せ
て
27
億
１
，
２

７
６
万
円
で
あ
り
、
前
年
度
比

９
億
４
，６
７
０
万
円
、25
・９
％

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
要
因
は
、
ゴ
ミ
処
理
特

別
会
計
で
の
平
成
25
年
度
か
ら

の
３
か
年
計
画
で
の
「
ご
み
処

理
施
設
基
幹
設
備
の
改
良
工

事
」
が
最
終
年
度
と
な
る
こ
と

か
ら
、
工
事
費
等
の
減
額
に
よ

る
も
の
で
す
。

（
報
告　

市
川
朝
嗣
）

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合

３
月
定
例
会　

30
日

一般会計 ３，８８６万円
　本町の負担金 ２７８万円
ゴミ処理特別会計 ２３億５，０１３万円
　本町の負担金 ８，０８０万円
地域公園特別会計 ９４８万円
　本町の負担金 ７４万円
老人福祉特別会計 ３，３０５万円
　本町の負担金 ２４５万円
勤労青年センター特別会計 ５，４９５万円
　本町の負担金 ５４８万円
し尿処理特別会計 ２億２，６２９万円
　本町の負担金（本町対象外） ０円

当初予算合計 ２７億１，２７６万円
　本町の負担額合計 ９，２２５万円

平成27年度　当初予算
（万円未満は四捨五入）

　

条
例
の
一
部
改
正
５
議
案
、

規
約
変
更
１
議
案
、
平
成
26
年

度
一
般
会
計
・
介
護
保
険
特
別

会
計
・
峡
南
ふ
る
さ
と
市
町
村

圏
特
別
会
計
の
各
補
正
予
算
３

議
案
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
・

介
護
保
険
特
別
会
計
・
峡
南
ふ

る
さ
と
市
町
村
圏
特
別
会
計
の

各
当
初
予
算
３
議
案
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
職
員
定
数
条
例
」
の
改
正

は
、
平
成
29
年
の
中
部
横
断
道

の
開
通
及
び
年
々
増
加
す
る
救

急
出
動
へ
の
対
応
と
し
て
、
消

防
吏
員
の
定
数
を
１
０
８
名
か

ら
１
２
１
名
に
変
更
す
る
も
の

で
す
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
で
は
、
消
防
デ
ジ
タ
ル
無

線
整
備
の
完
了
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
よ
り
11
・
７
％
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

（
報
告　

村
松
武
人
）

峡
南
広
域
行
政
組
合

第
１
回
定
例
会　

３
月
25
日

一般会計 １６億７，０９６万円

介護保険特別会計 ２億２，８９６万円

ふるさと市町村圏特別会計 ２，４０８万円

　本町の負担金 ３億９，６１６万円

平成27年度　当初予算
（万円未満は四捨五入）



組 合 議 会組 合 議 会
　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
・
し

尿
処
理
事
業
特
別
会
計
当
初
予
算
・
火
葬

事
業
特
別
会
計
当
初
予
算
・
職
員
給
与
条

例
の
一
部
改
正
、
監
査
委
員
選
任
の
５
議

案
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
尿
処
理
事
業
特
別
会
計
は
、
補
修
工

事
等
に
伴
う
委
託
料
、
工
事
請
負
費
、
原

材
料
費
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
に
対
し
１
，

１
７
７
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

（
報
告　

髙
尾　

貫
）

三
郡
衛
生
組
合

第
１
回
定
例
会　

３
月
30
日

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
平

成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
、
監
査
委

員
の
選
任
の
３
議
案
で
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
で
は
、

総
額
で
前
年
度
よ
り
38
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

（
報
告　

笠
井　

雄
一
）

峡
南
衛
生
組
合

第
１
回
定
例
会　

３
月
26
日

一般会計 １，８５７万円

し尿処理特別会計 ２億５，９０３万円

火葬事業特別会計 ２億　　４９５万円

　本町の負担金 ５，７１６万円

平成27年度　当初予算
（万円未満は四捨五入）

一般会計 ３億９，６３５万円

　（し尿処理事業） ６，８９６万円

　（ゴミ処理事業） ２億７，６４９万円

　（火葬事業） ２，０１０万円

　本町の負担金 ４，５０６万円

平成27年度　当初予算
（万円未満は四捨五入）

いちかわみさと議会だより13

　　　　　　組　合　名 　　　　構　成　自　治　体 　　　　 主　な　業　務

三郡衛生組合 市川三郷町・南アルプス市・中央市 ・し尿処理業務・火葬場
 ・昭和町・富士川町  ＊対象は、市川・三珠地区

峡南広域行政組合 市川三郷町・富士川町・身延町 ・老人ホーム・介護・障害認定
 ・南部町・早川町 ・消防・計算センター

中巨摩地区広域事務組合 市川三郷町・甲斐市・南アルプス市 ・ゴミ処理・し尿処理業務
 ・中央市・昭和町・富士川町 　＊対象は、市川・三珠地区

峡南衛生組合 市川三郷町・身延町・早川町 ・ゴミ処理・し尿処理業務・火葬場
  　＊対象は、六郷地区

山梨県後期高齢者医療広域連合 県下全２７市町村 ・後期高齢者医療制度運営

峡南医療センター事業団 市川三郷町・富士川町 ・病院・介護老人施設

■広域行政事務組合の概要
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入　
　

札

■
一
般
競
争
入
札

　

上
野
小
学
校

　
　
　

大
規
模
改
造
工
事

　

株
式
会
社　

興
龍
社

１
億
８
，７
８
６
万
６
，０
０
０
円

（
税
込
）

人　
　

事

　

人
権
擁
護
委
員

網　

倉　

き
ぬ
子　

氏　
　

市
川
三
郷
町
葛
篭
沢

◆
町
税
条
例
等
中
改
正
の
専
決

　

処
分
に
つ
い
て

（
反
対
）
一
瀬　
　

正　

議
員

　

行
政
手
続
の
改
正
に
よ
り
、

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
町
税
条
例
に
お
い
て
、
納
税

義
務
者
等
に
番
号
法
を
追
記
・

整
備
す
る
こ
と
に
反
対
し
ま
す
。

番
号
法
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の

実
施
が
、
10
月
か
ら
番
号
通
知
。

来
年
１
月
か
ら
利
用
を
始
め
る

計
画
の
最
中
、
５
月
28
日
に
日

本
年
金
機
構
の
情
報
が
１
２
５

万
件
漏
れ
の
報
道
が
あ
っ
た
。

こ
の
制
度
は
社
会
保
障
と
税
な

ど
の
膨
大
な
個
人
情
報
を
行
政

が
一
元
化
に
把
握
、
活
用
す
る

も
の
で
、
今
後
、
国
民
の
情
報

を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
法
案
の

提
出
が
予
測
さ
れ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
の
更
新
・
整
備
の

費
用
、
管
理
が
企
業
等
に
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
く
る
。
他
人

に
よ
る
番
号
の
不
正
利
用
、
情

報
の
流
出
に
よ
る
被
害
の
方
が

深
刻
で
あ
る
。

（
賛
成　

13　

反
対
２
）

承　認

町税条例等中改正の専決処分 承認　賛成多数

町都市計画税条例中改正の専決処分 承認　全会一致

町国民健康保険税条例中改正の専決処分 承認　全会一致

平成２６年度一般会計補正予算（第１６号）の専決処分 承認　全会一致

平成２６年度簡易水道特別会計補正予算（第６号）

の専決処分 承認　全会一致

平成２６年度公共下水道事業特別会計補正予算

（第６号）の専決処分 承認　全会一致

平成２６年度歌舞伎文化公園管理特別会計補正予算

（第４号）の専決処分 承認　全会一致

平成２７年度一般会計補正予算（第１号）の専決処分 承認　全会一致

条例の一部改正

町税条例中改正 可決　全会一致

町介護保険条例中改正 可決　全会一致

町簡易水道事業の設置等に関する条例中改正 可決　全会一致

補正予算（一般会計・特別会計）

平成27年度一般会計補正予算（第２号）（第３号） 可決　全会一致

平成27年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決　全会一致

平成27年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

（第２号） 可決　全会一致

平成27年度訪問看護ステーション西八代特別会計

補正予算（第１号） 可決　全会一致

平成27年度簡易水道特別会計補正予算（第１号）

（第２号） 可決　全会一致

平成27年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決　全会一致

平成27年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決　全会一致

その他

町の境界変更 可決　全会一致

上野小学校大規模改造工事請負契約の締結 可決　全会一致

結　 果

結　 果

結　 果

結　 果

第2回定例会（6月3日～19日）審議結果
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議会傍聴におでかけください
次回定例会は９月に予定されています。

　傍聴の定員　本会議３０人　　委員会８人
◆６月定例会の傍聴実績（のべ人数）　 本会議　１５人  委員会　５人

◆会議録検索システム利用件数　平成２７年１月から６月まで ２，３５９件

◆お問い合わせ　　議会事務局　TEL 055-272-1108

★生徒数が減少している昨今、立派な入学生がいることに頼もしく思います。

★入学式の写真に学校名をいれてはいかがでしょうか。

★レイアウトがすっきりしてよい。最近ビジュアル人間が多いので、時代にかなってい

ると思う。

★カラー化とグラフによって、予算の歳入出の割合が理解しやすくなりました。

★条例の廃止、改正、制定について、とても解りやすい。

★町税収入の減に危機感をおぼえる。納税者が町外に流失することへの対策を。

★峡南医療センターの診療体制の充実に期待します。

★質疑の問と、答弁が、色分けされていて、見た目によい。

★質疑の一部とあるが頁の許す限り、掲載してもらいたい。

★「ふれあいペンダント」や「産後ケア事業など」※印で説明がありとても解りやすい。

★一般質問する議員さんの顔写真が掲載されていて、議員さんの顔が見えてきました。

★反対意見を言う人の存在は貴重。反対されると、そこで立ち止まり、可否について考

える機会が生まれる。

★審議結果の欄、三色の色分けがとてもシンプルで見やすい。

★審議結果の報告、字が小さくて読みにくい。

★子どもたちの行事に取り組んでいる写真が思い出となりとても感動しました。★下校し

た子どもたちの居場所の安全に気を配ってくださる指導員さんに感謝します。指導員

さんと子どもたちの楽しそうな様子が伝わってきます。

★日頃議員さんたちが研修をなされていると思います。研修内容や写真なども議会だよ

りに掲載しても良いのではないでしょうか。

意見・感想
議会広報Ｎｏ３９　モニター通信議会広報Ｎｏ３９　モニター通信 （主な記事からの抜粋）

Ｐ１表紙
（写真など）

Ｐ２・P３
（当初予算）

Ｐ４・P５
（一般会計補正予算
条例の廃止・改正
・制定）　　　　　

Ｐ６・P７
（常任委員会報告）

Ｐ８～P13
（一般質問）

Ｐ１４
（討論・　　　　
モニター委嘱式）

Ｐ１５
（審議結果・人事）

Ｐ１６
（みんなのページ）

その他



　高田学童クラブは、高田公民館内にあります。
　一番の魅力は、グラウンドと室内ホールの広さです。
グラウンドでは、サッカーやドッジボール、野球など
を元気いっぱい楽しんでいます。
　ドッジボールをしていると、学童クラブの子どもた
ちに、地域の子どもたちも加わり、盛りあがります。

　仲間を守ろうとする男の子のかっこいい姿や、女の
子達の「負けないよ」という強さに、おもわず拍手です。
　夏には、グラウンド側溝でザリガニ釣りもできます。
夏休みイベントでは、カレーづくりやスイカ割り、そ
して地域の食生活改善推進員さんに協力して頂き、ほ
うとうづくりを予定しています。また公民館行事の親
子ふれあい工作にも参加させて頂いています。
　地域の皆さんや子どもたちと交流し、また、子ども
たち同士学年を越えた関わりの中で、心を育み、のび
のびと心豊かに成長していってほしいと願っています。

　
「
日
本
の
祭
り
を
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
し
よ
う
」
と
い
う

活
動
を
、
早
稲
田
大
学
の
吉
村
作
治

名
誉
教
授
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
っ
て
い
ま

す
。
全
国
各
地
の
「
日
本
の
祭
り
」

を
活
性
化
さ
せ
、
そ
の
価
値
を
高
め

地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
個
々
の
祭
り
ご
と
で
は
な
く
、

加
盟
し
た
祭
り
を
一
括
し
て
登
録
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
市
川
百
祭
り
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
祭
り
の
盛
ん
な
町
で
す
。
祭
り
を

大
切
に
し
、
次
の
世
代
に
も
で
き
る

だ
け
継
承
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

　
「
神
明
の
花
火
」
は
、
そ
の
魅
力

と
迫
力
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
と
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

今
年
は
合
併
10
周
年
記
念
大
会
で
も

あ
り
、
例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
が
今
年
も
全
て
成
功

す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
記　

丹
澤
）
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今年３月、進級を祝う会にて、川邉先生による落語を楽しみました


